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協働のまちづくりの実践においては，多様なステークホルダーの利害を調整する調整役による調整機能

が重要な鍵となっているもののその実態は見えにくく，知見として整理されていない．本研究は，「実践

のプロファイリング手法」を用い，立場や専門の異なる5名のプロファイルから，調整役としての機能・

役割を明らかにするものである．ここでは，分析の手がかりとして3つの既存研究から調整役機能のキー

ワードを抽出，整理したものと，1名のプロファイルとの比較分析を試みた．その結果，ほぼすべてのキ

ーワードにあてはまる具体的行動がプロファイルに見られたこと，新たなキーワードとして「参加者意思

決定の推進」に関わる機能の存在が明らかになった． 
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1. はじめに 

 

地域の課題解決や新たな価値創造を図るまちづくりは，

人口減少や超高齢化，地球温暖化，防災，福祉等，多様

な分野において実践されており，2016年には「まち・ひ

と・しごと創生基本方針」が閣議決定されるなど，国家

の課題解決に向けて，一層の進展が求められている． 

まちづくりはテーマ，規模，主体，期間等多様である

一方で，共通した課題は複数のステークホルダーによる

協働が必要不可欠であることである．したがってまちづ

くりにおいては多様なステークホルダーの利害を調整を

担う多様な立場が存在し，その調整役による調整機能が

の善し悪しが重要な鍵となっている．しかしそうした調

整役の担う調整機能，役割の実態は見えにくく，知見と

して整理されていない．複数のステークホルダーによる

協働のまちづくりの実践において，調整役の立場とその

調整機能・役割を明らかにし，さらには，こうした調整

機能を専門として担う人材の育成や，技能の深化へと展

開することがまちづくりの質的向上に重要と言える． 

 

 

2. 本研究の特徴とアプローチ 

 

本研究では，協働のまちづくりにおける調整役機能の

実態を明らかにすることを念頭に置き，実務を捕捉する

探索型研究の方法論として，Foresterによる「実践のプロ

ファイリング」手法を用い，立場や専門の異なるまちづ

くりの実践者から調整役機能を分析する．このため調整

役機能分析の手がかりとして3つの既存研究から調整役

機能のキーワードを抽出し，共通点と相違点を整理する

ことを目標としている． 

そのため，本稿では，既存研究の対象として，児島ら
1)による「戦略的協働」，ローレンス・E・サスカイン

ド2)らによる「コンセンサス・ビルディング入門」，松

浦3)らによる「実践のプロファイリング手法を用いた政

策過程における「調整役」機能の研究」を選択し，調整

役機能のキーワードを抽出整理し，収集したプロファイ

ルについて分析を試みている． 
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3. 実践のプロファイル収集 

 

(1) 実践のプロファイリング手法 

実践のプロファイル分析はForester
4)によって提案され

た手法で，課題解決に当たった実践者による行動を聴取

し，多様なアクターが関わる調整過程の中での，価値観，

行動形式，調整力の鍵などの要素を分析する方法である．

この手法は，当人が困難を感じた取り組みについて，本

人の言葉によるストーリーを記述する．このとき，実践

者本人の経験を抽象化した概念や感想を聞きだすのでは

なく，実際に個別の現場で起きた出来事をありのままに

聞き出すことを重視する．あくまで「起きた出来事」を

プロファイルとして整理するが，発言に含まれる感情表

現や，緊張感のあった場面での状況のストーリーを重視

する特徴がある．こうした特徴から，Foresterら5)はプロ

ファイル分析をcritical（批判的）でnaturalistic（中立的）

と説明している．言説分析ではあるが，緊張感のある場

面に着目するためcriticalであり，理論を先に置かず実践

者自身の判断を捕捉する点でnaturalである． 

プロファイル手法と類似する研究として，「物語分

析」と呼ばれる手法がある．澤崎ら6)は川越まちづくり

における成功の要素を地域の物語を解釈することによっ

て導いており，「解釈学的方法」の重要性を示唆してい

る．また，都市計画分野においては「オーラルヒストリ

ー」と呼ばれる手法が，後藤ら7)によって適用されてい

る．松浦らによると，これらの手法と比較すると，プロ

ファイル手法は歴史よりも実務への理解を深めることに

目的があり，事実関係よりも個人によるストーリーの描

出に着目し，対象者による解釈を極力排除する点に特徴

を持つとしている． 

プロファイルの制作手順については，コーネル大学の

講義で用いられているガイドライン8)を参考に行った．

第1に準備段階に何のためにプロファイルを作成したい

のかを明確にし，聞き取り対象者と事例を特定する．次

に，事前に対象者への同意を得たうえで，対象者への聞

き取り調査を実施する．聞き取り結果をそのまま文字起

こししたものを，読みやすさを考慮し，編集を加える．

編集には，調査者の判断で，対象者の言葉を補って追記

することは許されないとしている． 

 

(2) 実践のプロファイル収集 

 本研究では，立場や専門の異なる5名のプロファイル

を収集した． 収集対象者には，協働のまちづくりにお

けるコンサルタント，プレーヤー，プロデューサー，デ

ザイナーの立場を選択した．コンサルタントは，農山村

地域に自ら拠点を持ち，地域に固定的に関わる第3者的

人材，NPO等プレーヤーは，自らの地域の協働のまちづ

くり活動を実行する人材である．NPO等プロデューサー

は，自らの地域の協働のまちづくりを創出し，他地域へ

も波及させる影響力のある人材で，今回の対象者2名は

民間出身者，行政職員出身者が含まれている．デザイナ

ーは，他地域から依頼され，期間限定で地域と関わり専

門技術を提供する人材であった．これらの5名から，過

去3年以内における困難だけれども達成感のあったプロ

ジェクト（目的をもって取り組んだ事例）について，ど

のような行動をしたか，そのプロジェクトから得た教訓

は何かを聞き出すヒアリングを行って，その内容をプロ

ファイルとして作成した． 

 

表-1 プロファイル対象者5名のプロジェクト内容 

立場 専門 プロファイル対象 

プロジェクト 

コンサルタ

ント 

景観，合意形

成，地域計画 

・K町における重要文化的景

観「樫原の棚田」選定 

NPO等プレ

ーヤー 

グラフィック

デザイナー 

・K駅前まちづくり会議の立

ち上げ 

NPO等プロ

デューサー 

都市計画，国

土計画，公共

政策 

・S市における集落再生プロジ

ェクト 

NPO等プロ

デューサー 

まちづくり，

地方創生 

・K町におけるワーク・イ

ン・レジデンス 

デザイナー 都市設計 

 

・K市大清水空間および中心

市街地整備 

・H市駅前広場整備 

 

 

 

4. 調整役機能のキーワード抽出 

 

次に，既存研究から調整役の機能についてのキーワー

ドを抽出し，整理を試みた． 

(1) 戦略的協働における調整役機能 

児島らが提唱する「協働の窓モデル」は，協働プロジ

ェクトに関わる参加者の行為としての活動に焦点を合わ

せて協働を分析するモデルであり，活動を中心的な流れ

とし，問題，解決策，組織のやる気の流れで構成されて

いる．本モデルでは，協働アクティビストが問題，解決

策，組織のやる気を活動の流れに投げ込む役割，活動の

流れの中でそれらを結び付ける役割を果たしていること

が指摘されている．また，協働実現期には，複数の協働

アクティビストがアジェンダ，諸解決策，組織のやる気，

活動状況の完全なパッケージを構成することが示されて

いる． 

本研究では，戦略的協働を構成する8つの活動と，戦略

的協働の一般的特徴である18の命題から，調整に関する

行動を抽出した．これらの活動は主に協働形成期に関わ

る内容であるが，協働前史における様々な活動の存在，
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課題の認識，協働展開期における，協働の進展，波及に

ついても含まれている． 

  

表-2 戦略的協働における調整役機能整理 

活動の種類 調整役の行動 

①参加者の特定

化 

・参加者の意識，意欲を醸成する 

・参加者の相互補完性を認識する 

②協働の場の設

定・活用 

・複数の重層的場の設定 

・場を渡り歩く 

・参加者の情報共有，意味形成を支援する 

③問題の認識・

定義 

・複数の具体的問題を融合したアジェンダ

に昇華させる 

・参加者にアジェンダを認識させる 

④解決策の生

成・特定化 

・信念や思いを具現する解決策を生成する 

・実行可能性を意識する（技術面・コスト

面・周囲の賛同） 

・解決策を参加者に説く 

⑤組織のやる気

の生成 

・協働の危機を乗り越える 

・社会的注目度を高める 

・新たなプログラムを開始する 

・担い手の人材育成する 

⑥活動の流れの

中で浮遊する狭

義の活動 

・活動の試行錯誤を実行（支援）する 

・偶然の活動を協働プロジェクトに結び付

ける 

⑦協働アクティ

ビストによる③

～⑥の結び付け 

・協働の窓が開く好機を発見する 

・アジェンダ，諸解決策，組織のやる気，

活動状況の完全なパッケージを構成する 

⑧協働のガバナ

ンス 

・ルール，意思決定のしくみを形成する 

 

(2) 合意形成における調整役機能 

ローレンス・E・サスカインドらが提唱する合意形成

の5つのプロセスは「招集」「役割と責任の分担」「集

団問題解決のファシリテーション」「合意の達成」「約

束の実行」である．これらのプロセスにおけるメディエ

ーターの行動を抽出した結果を表-3に示す．合意形成を

行うグループの活動と別に，招集者，アセスメント実施

者，ファシリテーター，メディエーターはそれを支援す

るとりまきの活動が位置付けられている．  

 

表-3 合意形成における調整役機能整理 

プロセス メディエーターの行動 

召集 ・招集者の特定 

・参加者を探索する 

・関係者の利害を把握，分析する 

・プロセスを提案する 

・リソース（人材・お金）を確保する 

役割の責任

の分担 

・対話の発議を支援する 

・解決策にいたる可能性を評価する 

・参加者の特定を支援する 

・事前の調整を支援する 

・議事次第を作成する 

・グラウンド・ルールを作成する 

・プロセススケジュールを作成する 

・予算計画をする 

集団問題解

決のファシ

リテーショ

ン 

・議事次第，グラウンド・ルール，スケジュー

ル，予算計画などを文書として示す 

・議事記録を残す，公開する 

・対話プロセスを管理運営する 

・参加者を議論に集中させる 

・ステークホルダーと個別に会う 

・話し合いの場にいない人にも働きかける 

・専門家の助言を求める 

合意の達成 ・共通利益の最大化を図る 

・パッケージ案を作り，合意を求める 

約束の実行 ・関係する支持母体によるパッケージ案の実施 

・合意条件に拘束力を持たせる 

 

(3) 実践のプロファイリング手法を用いた「調整役」

機能の研究における調整役機能 

本研究は，「実践のプロファイリング手法を用いた政

策形成過程における「調整役」機能の研究」の一環とし

て実施したものであり，研究会全体では日本国内の多様

な実務家23件のプロファイルを作成している．さらに参

画研究者による勉強会における比較分析，ブレーンスト

ーミングにより，共通する機能を抽出した．その結果得

られた調整役の特徴を表-4に示す．これ以外にForesterが

調整役機能として指摘している，「討論の司会」「対話

の促進」「交渉の調整」を参照した． 

 

表-4 実践のプロファイリング手法を用いた「調整役」機能研

究における調整役機能整理 

活動の種類 調整役の行動 

信頼関係構

築 

・地元とのパイプラインづくりをする 

・地元リーダーとの事前調整をする 

・ファシリテーターの能力に対する信頼を得る 

・地域における複数の役割を果たす 

同意の調達 ・問題意識の植え付けをする 

・情報提供・戦略を支援する 

役割分担 ・立場と役割づくりをする 

・委員会の設定をする 

・事務局運営をする 

・参画者によるルールづくりを支援する 

アジェンダ

の設定 

・公式の場での発言を誘導する 

・フィールドの気づきを誘導する 

非公式の場

の調整 

・休憩時間の調整を行う 

・会と会との間の調整を行う 

・個別訪問をする 

自主的ガバ

ナンス構築 

・地元の決定であることを固守する 

 

(4) 協働のまちづくりにおける調整役機能整理 

 協働のまちづくりにおける調整役機能は協働プロジェ

クトの進展に伴い性質が異なると考え，協働プロジェク

トの進展に着目した期間を区分して整理した．期間の区

分については，協働が始まる前を「前史」，協働の立ち

上げに関わる期間を「初動期」，協働の実現に向けた
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様々な取組，協働の維持に関わる期間を「形成期」，協

働の歯車が合い，実現するまでの期間を「実現期」，協

働の実現が波及する期間を「展開期」とする．調整役機

能整理は，前述した3つの既存研究から抽出した調整役

の行動を活動の種類に区分し，具体的機能として整理し

た． 

 「前史」においては，「信頼関係構築」「参加者探

索」に関わる行動を挙げた．プロジェクトとしての関わ

り以前の人間関係の構築や，活動共有，仲間探しなどが

当てはまる．「初動期」においては，「参加者の特定」

「協働の場づくり」「役割分担形成」「アジェンダの設

定」に関わる行動を挙げた．協働の参加者の意向が整理

され，アジェンダとして認識され，プロジェクトを生み

出す場づくりなどが当てはまる．「形成期」においては，

「対話の促進」「交渉の調整」「解決策の生成」「参加

者のやる気生成」「協働のガバナンス」に関わる行動を

挙げた．協働プロジェクトの実践の場の運営，交渉，解

決策の生成，参加者のやる気生成，協働プロジェクトの

参加者の役割や活動を監視・調整するガバナンス生成な

どが当てはまる．「実現期」においては，「好機の発

見」「パッケージ提案」に関わる行動を挙げた．協働プ

ロジェクトの進展に伴い，アジェンダ，諸解決策，参加

者のやる気状況，活動状況が結び付き，協働が正式に実

現する好機を発見し，完全なパッケージを提案すること

などが当てはまる．「展開期」においては，「約束の実

行」「先例の波及」に関わる行動を挙げた．協働プロジ

ェクトの目的を達成し，各参加者が実現したものを実行

すること，さらに成果を他領域へ波及することが当ては

まる． 

 

表-5 協働のまちづくりにおける調整役機能整理 

区分 活動の種類 調整役機能 

前史 信頼関係構

築 

・参加者との信頼関係構築 

・対象地での複数の役割，活動の共有 

 参加者探索 ・参加者の探索 

・参加者の意識・意欲の醸成 

・参加者の相互補完性を認識 

初 動

期 

参加者の特

定 

・参加者の意向の整理 

・人材・お金の確保 

・プロセスの提案 

 協働の場づ

くり 

・複数の重層的場を設定 

・複数の場に橋かけ 

・参加者の情報共有，意味形成 

 役割分担形

成 

・参加者の立場と役割づくり 

・対話を発議 

・議事次第を作成 

・グラウンドルール作成 

・プロセス，予算管理 

 アジェンダ

の設定 

・複数の問題をアジェンダに融合 

・参加者にアジェンダを認識させる 

形 成 対話の促進 ・議事の公開 

期 ・対話プロセスの管理運営 

・専門家の助言を求める 

 交渉の調整 ・非公式な場における交渉 

・個別の交渉 

 解決策の生

成 

・信念や思いの具現化 

・実行可能性の見極め（技術面・コス

ト面・周囲の賛同） 

 参加者のや

る気生成 

・協働の危機を乗り越える 

・社会的注目度を高める 

・新たなプログラムを開始 

・担い手の人材育成 

 協働のガバ

ナンス生成 

・ルール・意思決定のしくみ形成 

実 現

期 

好機の発見 ・協働が実現できる好機の発見 

 パッケージ

提案 

・共通利益の最大化を図る 

・パッケージ案の作成 

展 開

期 

約束の実行 ・各参加者がパッケージ案実行を支援 

 先例の波及 ・協働の成果を他の領域に波及 

 

 

 

5. 実践のプロファイルの分析例 

 

(1) プロファイル対象者 

対象者（K氏）は，県職員，副市長，大学特認教授を

経て一般社団法人の代表として，S市を拠点に，古民家

の再生，農村地域の再生等に取り組んでいる．専門は都

市計画，国土計画，公共政策などである．プロファイリ

ングの対象プロジェクトとしては，S市において2008年

から開始した集落再生プロジェクトとした．本プロジェ

クトは過疎化にあった集落の空き家3棟をオーベルジュ

にリノベーションし，日本の暮らしを体験できる空間を

整備したものである．現在は地域住民によるNPOと対象

者が代表の組織がLLP（有限責任事業組合）を結成し，

協同で宿泊施設を経営している． 

 

(2) 調整役機能の分析例 

K氏のプロファイルから，本研究における調整役機能

整理にあてはまる具体的行動を抽出した．K氏は前史に

おいてS市の副市長の立場で対象の集落に出会い，景観

的価値を再確認し，課題も認識していた．また，築城

400年祭の取り組みとして市民によるまちづくりの公募

や，市民参加の委員会の立ち上げ，行革としての一般社

団の立ち上げを同時に行い，行政と市民の意識醸成を行

った．集落再生プロジェクトの初動期においては，市役

所の若手プロジェクトチームや大学と連携し，集落での

ワークショップを半年で14回開催し，集落への宿泊施設

を含めた活動の選択肢の提示等から，集落が農家民宿を

するという目標像を決定した．集落内の交渉により，空 
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表-6 K氏のプロファイルにおける調整役機能の分析一覧 

区分 活動の種類 調整役機能 具体的行動 

前史 信頼関係構築 ・参加者との信頼関係構築  

・対象地での複数の役割，活動

の共有 

・副市長の立場で景観的に優れた地域を調査して，集落の景観のす

ばらしさを再確認した 

 参加者探索 ・参加者の探索 ・築城400年祭で市民によるまちづくりを公募した 

・参加者の意識・意欲の醸成 ・100年のまちづくり委員会を立ち上げた 

・行革で民営化する一般社団法人を立ち上げた 

・農家民宿をやりたい意見の存在を認識した 

・参加者の相互補完性を認識 ・市民がやりたいこと，行政ができることを認識 

初動期 参加者の特定 ・参加者の意向の整理 ・集落でWS，勉強会を半年で14回開催した 

・人材・お金の確保 ・市役所の若手プロジェクトチーム，大学等と協働した 

・プロセスの提案  

 協働の場づく

り 

・複数の重層的場を設定 ・民営の一般社団法人，まちづくり委員会，集落でのWSを設定 

・複数の場に橋かけ  

・参加者の情報共有，意味形成 ・集落の魅力をWSで共有した 

 役割分担形成 ・参加者の立場と役割づくり ・コミュニティーの力でWS参加者が確保でき，家を貸す人ができ

た 

・一般社団で空家をボランティアでイベント的に直す仕組みを持っ

ていた 

・対話を発議 ・集落へ宿泊施設を含めた活動の選択肢を提示した． 

・議事次第を作成  

・グラウンドルール作成  

・プロセス，予算管理 ・絵がかけて，お金も計算できた 

・補助金申請書を作成した  

 アジェンダの

設定 

・複数の問題をアジェンダに融

合 

・地域の目標像っていうのは誰も持ってないからやっぱりしつこく

WSでもして、その中でみんなが一つの目標像を持てるようにした

（「集落の夢を言いあてる」） 

・参加者にアジェンダを認識さ

せる 

・集落で農家民宿をする目標ができた 

形成期 対話の促進 ・議事の公開  

・対話プロセスの管理運営 ・WSを初めてから１年後にはオープンした 

・専門家の助言を求める  

 交渉の調整 ・非公式な場における交渉  

・個別の交渉 ・空家3棟の改修の間に，1棟の方が2年後には帰りたいと言い出

し，費用割計算等をして，約束事を決めた 

 解決策の生成 ・信念や思いの具現化  

・実行可能性の見極め（技術

面・コスト面・周囲の賛同） 

・3500万の事業費を3割稼働でペイできる計算が成り立ったので，

会社でリスクを取って事業を実行した 

 参加者のやる

気生成 

・協働の危機を乗り越える ・集落の人が宿を運営したいと言い出したとき，LLPを作って共同

運営することを提案した． 

・資金調達のため，銀行を回り，お金を貸してくれる支援者を獲得

した 

・社会的注目度を高める ・日本にここしかない，LLPの制度設計をした 

・新たなプログラムを開始  

・担い手の人材育成 ・宿の運営にかかる事細かな議論に参加した 

 協働のガバナ

ンス生成 

・ルール・意思決定のしくみ形

成 

・宿の稼働率は集落が疲れない程度にした（30%程度） 

・集落との議論を通した進め方をした 

実現期 好機の発見 ・協働が実現できる好機の発見 ・3棟の改修が一気に完了し，オープンさせた 

 パッケージ提

案 

・共通利益の最大化を図る ・空家の持ち主，集落，一般社団法人の共通利益の最大化を図った 

・パッケージ案の作成  

展開期 約束の実行 ・各参加者がパッケージ案実行

を支援 

・集落による宿の運営 

・一般社団による第2期計画を作成 

 先例の波及 ・協働の成果を他の領域に波及 ・一般社団によるビジネス化， 

共通 自己意思決定

の推進 

 ・集落自ら目標決定することの推進 

・集落主体の経営会議への参加 

・10年度に改修した借金がなくなり，集落に宿の運営スキルが備わ

ることを意識する 
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家の持ち主のワークショップ参加や，空家の提供を可能

にし，K氏の一般社団は目標像を見える形にし，実行予

算の算出の支援をするなど，参加者それぞれが役割を認

識し，実行していた．形成期においては，改修対象にな

った3棟のうちの1棟が2年後に帰りたいとの申し出に対

する個別の交渉や，集落で宿を運営したいと申し出があ

ったときにLLPでの共同運営の提案，資金調達のための

銀行回り，集落における事細かな議論への参加などがあ

った．実現期には，3棟の改修が完了し，宿の運営に関

する準備や集落のやる気の成熟を見計らい，宿をオープ

ンした． 展開期には，集落による宿の運営とK氏の一般

社団による第2期計画の作成，さらに，K氏らはここで

得たスキームを基にビジネス展開を進めている． 

K氏の具体的行動のうち，調整役機能整理に当てはま

らない内容として，「参加者意思決定の推進」を抽出し

た．「参加者意思決定の推進」は集落自ら目標像決定す

ることの推進，集落主体の経営会議への参加，10年度に

改修した借金がなくなり，集落に宿の運営スキルが備わ

ることを意識するなど，プロセスを通して，K氏の行動

に表れていた．  

プロファイルには，集落が「家族」，一般社団が「親

戚」となって一緒になって笑えること，一個一個の現場

に向き合ってその都度実行していくこと，地縁型コミュ

ニティこそ土地の力であること，それらが重要であると

する価値観が見られた．これらの価値観がK氏の行動を

支える信念であることが伺えた． 

 

 

6. 今後の進め方 

 

プロファイルを作成した他の4名の分析を進めており，

本研究で整理した調整役機能との共通点，相違点を把握

する．さらに共通点が協働のまちづくりに重要であるか

どうかを考察するとともに，相違点が立場によるものか，

プロジェクトによるものか，あるいはその他の要因があ

るのかを考察したい．それらをふまえ，協働のまちづく

りにおける調整役機能・役割を明らかにする予定である． 

 

謝辞：本研究は科学研究費基盤研究B（24330037）「実

践のプロファイリング手法を用いた政策形成過程におけ

る調整役機能の研究」（研究代表者：東京大学 松浦正

浩）の一環として，研究分担者の山中の指導のもと，坂

本が実施したものである． 
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